
 

新
旧
対
照
表 

目
次 

 

第
一
章
䦅
第
六
章 

䥹
略
䥺 

 

第
七
章 

雑
則
䥹
第
四
十
二
条―

第
五
十
一
条
䥺 

 

附
則 

 

䥹
配
慮
書
の
作
成
䥺 

第
七
条
の
三 

䥹
略
䥺 

２ 

既
存
工
作
物
䥹
配
慮
書
対
象
事
業
の
う
ち
䣍
別

表

一

の

項

及

び

三

の

項

か

ら

十

六

の

項

ま

で

に

掲

げ

る

事

業

に

係

る

工

作

物

で

あ

䣬

て

現

に

存

す

る

も

の

を

い

う

䣎

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ
䣎
䥺
に
つ
い
て
䣍
当
該
既
存
工
作
物
を
除
却
し
䣍

又
は
そ
の
使
用
を
廃
止
し
䣍
当
該
既
存
工
作
物
が

設
置
さ
れ
て
い
る
区
域
又
は
そ
の
近
接
区
域
䥹
当

該

既

存

工

作

物
が

設

置

さ

れ

て

い

る

区

域

の

境

界

か

ら

規

則

で

定

め

る

距

離

ま

で

の
区

域

を

い

う
䣎
䥺
に
お
い
て
当
該
既
存
工
作
物
と
同
種
の
工

作
物
䥹
当
該
工
作
物
の
規
模
に
係
る
数
値
の
既
存

工

作

物

の

規

模

に

係

る

数

値

に

対

す

る

比

が

規

則

で

定

め

る

数

値

の

範

囲

内

で

あ

る

も

の

に

限

る
䣎
䥺
の
新
設
を
当
該
工
作
物
に
係
る
配
慮
書
対

象
事
業
と
し
て
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
䣍
計
画

段

階

配

慮

事

項
に

つ

い

て

の

検

討

を

行

䣬

た

結

果
に
つ
い
て
䣍
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

る
事
項
に
代
え
て
䣍
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
配
慮
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

一 

事
業
実
施
想
定
区
域 

 

二 

当

該

配

慮

書
対

象

事
業

に

係

る

環

境
の

保

全
の
た
め
の
配
慮
の
内
容 

改 
 

正 
 

案 

福
岡
県
環
境
影
響
評
価
条
例
䥹
平
成
十
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
九
号
䥺 

目
次 

 

第
一
章
䦅
第
六
章 

䥹
略
䥺 

 

第
七
章 

雑
則
䥹
第
四
十
二
条―

第
五
十
条
䥺 

 

附
則 

 

䥹
配
慮
書
の
作
成
䥺 

第
七
条
の
三 

䥹
略
䥺 

䥹
新
設
䥺 

現 
 

 
 

 

行 



(

配
慮
書
の
送
付
等
䥺 

 

第
七
条
の
四 
配
慮
書
事
業
者
は
䣍
配
慮
書
を
作

成
し
た
と
き
は
䣍
速
や
か
に
䣍
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
䣍
こ
れ
を
知
事
に
送
付
す
る
と

と
も
に
䣍
当
該
配
慮
書
及
び
こ
れ
を
要
約
し
た

書
類
䥹
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
配
慮
書
対

象
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
䣬
て

は
䣍
同
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
配
慮
書
䥺

を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

䥹
調
査
計
画
書
の
作
成
䥺 

 

第
八
条 

事
業
者
は
䣍
配
慮
書
を
作
成
し
て
い
る

と
き
は
そ
の
配
慮
書
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
䣍
第
七
条
の
五
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
と

き
は
こ
れ
を
考
慮
し
て
䣍
第
七
条
の
二
の
配
慮

書
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
そ
の
他

の
技
術
指
針
で
定
め
る
事
項
を
決
定
し
䣍
対
象

事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
を
行
う
方
法
に
つ

い
て
䣍
技
術
指
針
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
䣍

次
に
掲
げ
る
事
項
䥹
配
慮
書
を
作
成
し
て
い
な

い
場
合
に
お
い
て
は
䣍
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
䣎
䥺
を
記
載
し
た
環

境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
䥹
以
下
䣓
調
査
計
画

書
䣔
と
い
う
䣎
䥺
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
䣎 

 
 

一
䦅
四 

䥹
略
䥺 

 
 

五 

第
七
条
の
三
第
一
項
第
四
号
䥹
対
象
事
業

が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
配

慮
書
対
象
事
業
で
あ
る
場
合
に
あ
䣬
て
は
䣍

同
項
第
二
号
䥺
に
掲
げ
る
事
項 

 
 

六
䦅
九 

䥹
略
䥺 

 

２ 

䥹
略
䥺 

 

䥹

都

市

計

画

に

定

め

ら

れ

る

配

慮

書

対

象

事

業
及
び
対
象
事
業
に
関
す
る
特
例
䥺 

 

第
三
十
九
条 

配
慮
書
対
象
事
業
が
都
市
計
画
法 

 

䥹
配
慮
書
の
送
付
等
䥺 

 

第
七
条
の
四 

配
慮
書
事
業
者
は
䣍
配
慮
書
を
作

成
し
た
と
き
は
䣍
速
や
か
に
䣍
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
䣍
こ
れ
を
知
事
に
送
付
す
る
と

と
も
に
䣍
当
該
配
慮
書
及
び
こ
れ
を
要
約
し
た

書
類
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

    

䥹
調
査
計
画
書
の
作
成
䥺 

第
八
条 

事
業
者
は
䣍
対
象
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
䣍
配
慮
書
の
内
容
を
踏
ま
え
る

と
と
も
に
䣍
第
七
条
の
五
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
と
き
は
こ
れ
を
考
慮
し
て
䣍
第
七
条
の
二
の

配
慮
書
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
そ

の
他
の
技
術
指
針
で
定
め
る
事
項
を
決
定
し
䣍

対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
を
行
う
方
法

に
つ
い
て
䣍
技
術
指
針
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
䣍
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
環
境
影
響

評
価
調
査
計
画
書
䥹
以
下
䣓
調
査
計
画
書
䣔
と

い
う
䣎
䥺
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

   

 
 

一
䦅
四 

䥹
略
䥺 

 
 

五 

第
七
条
の
三
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項 

 

  

 
 

六
䦅
九 

䥹
略
䥺 

 

２ 

䥹
略
䥺 

 

䥹

都

市

計

画

に

定

め

ら

れ

る

配

慮

書

対

象

事

業
及
び
対
象
事
業
に
関
す
る
特
例
䥺 

第
三
十
九
条 

配
慮
書
対
象
事
業
が
都
市
計
画
法 



䥹
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
䥺
第
四
条
第
七

項
に
規
定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
䥹
以
下
䣓
市
街

地
開
発
事
業
䣔
と
い
う
䣎
䥺
と
し
て
同
法
の
規
定

に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け

る
当
該
配
慮
書
対
象
事
業
又
は
配
慮
書
対
象
事

業
に
係
る
施
設
が
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
都

市
施
設
䥹
以
下
䣓
都
市
施
設
䣔
と
い
う
䣎
䥺
と
し

て
同
法
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ

る
場
合
に
お
け
る
当
該
都
市
施
設
に
係
る
配
慮

書
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
䣍
第
七
条
の
二
か
ら

第
七
条
の
七
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
べ
き
計

画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
そ
の
他
の

手
続
は
䣍
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
䣍
当
該

都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
を
す
る
者
䥹
以
下
䣓

都
市
計
画
決
定
権
者
䣔
と
い
う
䣎
䥺
が
䣍
配
慮
書

事
業
者
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
行
う
も
の
と
す

る
䣎
こ
の
場
合
に
お
い
て
䣍
同
条
第
一
項
第
三
号

及
び
第
二
項
並
び
に
前
条
第
一
項
の
規
定
は
䣍

適
用
し
な
い
䣎 

２ 

対
象
事
業
が
市
街
地
開
発
事
業
と
し
て
都
市

計
画
法
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ

る
場
合
に
お
け
る
当
該
対
象
事
業
又
は
対
象
事

業
に
係
る
施
設
が
都
市
施
設
と
し
て
同
法
の
規

定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
る
場
合
に
お

け
る
当
該
都
市
施
設
に
係
る
対
象
事
業
に
つ
い

て
は
䣍
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
は
䣍
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
䣍
都
市
計
画
決
定

権
者
が
䣍
事
業
者
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
行
う

も
の
と
す
る
䣎
こ
の
場
合
に
お
い
て
䣍
第
二
十

九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
並
び
に
前
条

第
二
項
の
規
定
は
䣍
適
用
し
な
い
䣎 

３ 

䥹
略
䥺 

 

䥹
資
料
の
請
求
䥺 

第
四
十
三
条 

知
事
は
䣍
こ
の
条
例
の
施
行
に
必

要
な
限
度
に
お
い
て
䣍
配
慮
書
事
業
者
等
䥹
配 

䥹
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
䥺
第
四
条
第
七

項
に
規
定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
䥹
以
下
䣓
市
街

地
開
発
事
業
䣔
と
い
う
䣎
䥺
と
し
て
同
法
の
規
定

に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け

る
当
該
配
慮
書
対
象
事
業
又
は
配
慮
書
対
象
事

業
に
係
る
施
設
が
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
都

市
施
設
䥹
以
下
䣓
都
市
施
設
䣔
と
い
う
䣎
䥺
と
し

て
同
法
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ

る
場
合
に
お
け
る
当
該
都
市
施
設
に
係
る
配
慮

書
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
䣍
第
七
条
の
二
か
ら

第
七
条
の
七
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
べ
き
計

画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
そ
の
他
の

手
続
は
䣍
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
䣍
当
該

都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
を
す
る
者
䥹
以
下
䣓

都
市
計
画
決
定
権
者
䣔
と
い
う
䣎
䥺
が
䣍
配
慮
書

事
業
者
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
行
う
も
の
と
す

る
䣎
こ
の
場
合
に
お
い
て
䣍
第
七
条
の
七
第
一
項

第
三
号
及
び
第
二
項
の
規
定
は
䣍
適
用
し
な
い
䣎 

 

２ 

対
象
事
業
が
市
街
地
開
発
事
業
と
し
て
都
市

計
画
法
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ

る
場
合
に
お
け
る
当
該
対
象
事
業
又
は
対
象
事

業
に
係
る
施
設
が
都
市
施
設
と
し
て
同
法
の
規

定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
る
場
合
に
お

け
る
当
該
都
市
施
設
に
係
る
対
象
事
業
に
つ
い

て
は
䣍
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
は
䣍
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
䣍
都
市
計
画
決
定

権
者
が
䣍
事
業
者
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
行
う

も
の
と
す
る
䣎 

  

３ 

䥹
略
䥺 

 

䥹
資
料
の
請
求
䥺 

第
四
十
三
条 

知
事
は
䣍
こ
の
条
例
の
施
行
に
必

要
な
限
度
に
お
い
て
䣍
配
慮
書
事
業
者
䣍
事
業 



 

慮
書
事
業
者
䣍
事
業
者
䣍
都
市
計
画
決
定
権
者
及

び
港
湾
管
理
者
を
い
う
䣎
䥺
に
対
し
䣍
資
料
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

 

䥹
環
境
影
響
評
価
に
係
る
書
類
等
の
公
開
䥺 

第
四
十
九
条 

知
事
は
䣍
配
慮
書
事
業
者
等
が
次

の
各
号
に
掲
げ
る
手
続
を
経
た
と
き
は
䣍
当
該

各
号
に
定
め
る
書
類
を
䣍
そ
れ
ぞ
れ
規
則
で
定

め
る
期
間
䣍
イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
の
利
用
そ
の
他

の
方
法
に
よ
り
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
䣎
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
䣍
あ
ら
か
じ
め
䣍
当
該
書

類
を
作
成
し
た
配
慮
書
事
業
者
等
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

 

一 

第
七
条
の
四
䥹
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規

定
を
適
用
す
る
場
合
を
含
む
䣎
䥺
の
規
定
に

よ
る
公
表 

当
該
公
表
が
さ
れ
た
配
慮
書 

 

二 

第
十
条
䥹
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
を

適
用
す
る
場
合
を
含
む
䣎
䥺
の
規
定
に
よ
る

公
表 

当
該
公
表
が
さ
れ
た
調
査
計
画
書 

 

三 

第
十
八
条
䥹
第
三
十
九
条
第
二
項
又
は
第

四
十
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を

含
む
䣎
䥺
の
規
定
に
よ
る
公
表 

当
該
公
表

が
さ
れ
た
評
価
書
案 

 

四 

第
二
十
七
条
䥹
第
三
十
九
条
第
二
項
又
は

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

を
含
む
䣎
䥺
の
規
定
に
よ
る
公
表 

当
該
公

表
が
さ
れ
た
評
価
書 

 

五 

第
三
十
五
条
第
一
項
䥹
第
四
十
条
第
一
項

の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を
含
む
䣎
䥺
の
規

定
に
よ
る
公
表 

当
該
公
表
が
さ
れ
た
事
後

調
査
を
適
切
に
実
施
し
た
結
果
を
記
載
し
た

書
類 

 

䥹
適
用
除
外
䥺 

第
五
十
条 

䥹
略
䥺 

 

一
䦅
四 

䥹
略
䥺 

者
䣍
都
市
計
画
決
定
権
者
又
は
港
湾
管
理
者
に

対
し
䣍
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

   

䥹
新
設
䥺 

                            
(

適
用
除
外)

 

第
四
十
九
条 

䥹
略
䥺 

 

一
䦅
四 

䥹
略
䥺 



 

２ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
䥹

平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
䥺
第
二
十
二
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
地
域
脱
炭
素
化
促

進
事
業
者
が
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る

認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
に
従
䣬
て

行
う
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の

整
備
䥹
同
法
第
二
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る

県
の
基
準
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
同
条
第
五
項

第
二
号
に
規
定
す
る
促
進
区
域
内
に
お
い
て
行

う
も
の
に
限
る
䣎
䥺
に
つ
い
て
は
䣍
第
二
章
第

一
節
の
規
定
は
䣍
適
用
し
な
い
䣎 

３ 

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
䤀
発
電
設
備
の
整

備
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十

九
号
䣎
以
下
䣓
整
備
法
䣔
と
い
う
䣎
䥺
第
十
六
条

第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者
が
整

備
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
公

募
占
用
計
画
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

䤀
発
電
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
選
定

事
業
者
に
つ
い
て
は
䣍
第
二
章
第
一
節
及
び
第

一
節
の
二
の
規
定
は
䣍
適
用
し
な
い
䣎
こ
の
場

合
に
お
い
て
䣍
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
䣍
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
䣎 

第

十

四

条 

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

知

事

の

意

見

が

述

べ

ら

れ

た

と

き

は

こ

れ

を

考

慮

す

る

と

と

も

に

䣍

第

十

一

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

述

べ

ら

れ

た

意

見

に

留

意

整

備

法

第

十

一

条

第

一

項

の

海

洋

環

境

等

調

査

方

法

書

に

記

載

さ

れ

た

整

備

法

第

十

条

第

四

項

の

海

洋

環

境

等

調

査

の

項

目

及

び

手

法

並

び

に

当

該

項

目

及

び

 

２ 

第
二
章
第
一
節
の
規
定
は
䣍
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
十
年
法
律
第

百
十
七
号
䥺
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
者
が
同
条

第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
地
域
脱
炭
素

化
促
進
事
業
計
画
に
従
䣬
て
行
う
同
法
第
二
十

二
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
整
備
䥹
同
法
第
二

十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
県
の
基
準
に
基
づ

き
定
め
ら
れ
た
同
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す

る
促
進
区
域
内
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
䣎

䥺
に
つ
い
て
は
䣍
適
用
し
な
い
䣎 

䥹
新
設
䥺 

            



 

第

三

十

一
条 

第

二

十

八

条

及

び

第

二

十

九

条

第
一
項 

第

二

十

三

条

第

一

項

第

一
号 

第

十

七

条 

 
第
八
条
か
ら 

第
十
条 

同
条 

第

十

一

条

第

一

項

及

び

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

述

べ

ら

れ
た
意
見 

し

て

第

八

条

第

一

項

第

八

号

に

掲

げ

る

事

項

に

検

討

を
加
え 

第

十

四

条

か

ら 第
十
八
条 

第
十
四
条 

整

備

法

第

十

一

条

第

四

項

及

び

第

七

項

の

環

境

保

全

意
見 

手

法

を

選

定

し

た

理

由

並

び

に

当

該

海

洋

環

境

等

調

査

の

結

果

を

考
慮
し
て 

 

第
五
十
一
条 

䥹
略
䥺 

 

別
表
䥹
第
二
条
関
係
䥺 

十

二

䦅

十
六 

十
一 

一
䦅
十 

䥹
略
䥺 

ダ

ム

及

び

堰

の

新

築

及

び

改

築
並
び
に
放
水
路
の
新
築 

䥹
略
䥺 

 

 

                          

第
五
十
条 

䥹
略
䥺 

 

別
表
䥹
第
二
条
関
係
䥺 

十

二

䦅

十
六 

十
一 

一
䦅
十 

䥹
略
䥺 

ダ

ム

及

び

放

水

路

の

新

築

並

び
に
堰
の
新
築
及
び
改
築 

䥹
略
䥺 

  


